
ヒューマンメディア財団が取り組む
地域情報化活動



ヒューマンメディア財団のご紹介

ご存じとは思いますが・・・。

名称 ： （財）九州ヒューマンメディア創造センター

出捐 ： 北九州市、地元財界

目的 ： ＩＣＴやマルチメディアを活用して、

「人＋ＩＴ＝いい社会」の実現を目指す。

ICT推進室では・・・

・市内におけるＩＣＴ研究開発やプロジェクトの活性化

・ＩＣＴ研究開発と地域との関係強化、そして地域情報化

できれば・・・その成果を還元！！



昨年の活動

ネットワークを活用して、地域を活性化したい。ネットワークを活用して、地域を活性化したい。

・九州における幅広いネットワーク
・ＪＧＮ２や地域の公共ネットワークを活用した取り組み

九州情報通信連携推進協議会（ＫＩＡＩ）への積極的な参加九州情報通信連携推進協議会（ＫＩＡＩ）への積極的な参加

・佐賀総体映像配信事業
・設立総会・シンポジウムの開催
・ＪＧＮ２を活用した遠隔交流事業の展開



ＫＩＡＩへの期待

市内はもちろん、多様な団体との連携により、活動に幅市内はもちろん、多様な団体との連携により、活動に幅

「あれ、やりたい」というときの知恵袋、そして仲間づくり「あれ、やりたい」というときの知恵袋、そして仲間づくり

北九州市の
外郭団体

としての悲哀

魅力的な「九州」づくりこそ、地域の活性化のキー魅力的な「九州」づくりこそ、地域の活性化のキー

利活用促進人材育成 研究開発

北九州市の
外郭団体

の活力に！！



北九州ＩＣＴインテリジェントエリア実験とは

街中で、ＩＣＴを活用した実証実験を展開！！

１ 市街地を実験フィールドとして活用１ 市街地を実験フィールドとして活用

・これからのユビキタスネットワーク社会に向けて、製品
開発に必要な街中の実験スペースを提供

２ ＰＢＬと連携して実施２ ＰＢＬと連携して実施

・先導的ＩＴスペシャリスト育成推進プログラムの拠点校
である九州工業大学大学院のＰＢＬと連携し、人材育成
も推進

３ 産学官で連携して実施３ 産学官で連携して実施

・北九州商工会議所や九州インターネットプロジェクト等
産学官連携の下、展開



北九州インテリジェントエリア実験

ここを見て！！ ～平成19年度は無線ＬＡＮを屋外で構築～ここを見て！！ ～平成19年度は無線ＬＡＮを屋外で構築～

○市街地での使い勝手を考えて！
マルチホップ技術を活用して
市街地に無線ＬＡＮを構築

○企業に魅力的な実験プロジェクト!!
ＮＥＣ通信システムさんから
マルチホップルータ提供

○市民に役立つアプリを提案!!!
学生の柔軟な頭脳でアプリを
検討



強力な実施体制

主催：ヒューマンメディア財団、北九州市、九州工業大学大学院

協力：北九州ＩＣＴインテリジェントエリア実験検討委員会

（産） ＮＥＣ通信システム、九州電力、ネットワーク応用技術研

究所、富士通九州ネットワークテクノロジーズ、日立製作

所、日本テレコムインフォメーションサービス、日本統計セ

ンター

（学） 九州工業大学大学院、北九州市立大学

（官） ヒューマンメディア財団、北九州市

（行政関係団体） 北九州商工会議所、九州経済連合会、北九

州情報通信革新技術推進会議、九州インターネットプロ

ジェクト

後援：総務省九州総合通信局



アプリケーション

ユーザーの位置情報を、アクセスポイントから補足する

市街地情報提供サービス



実験風景



報道発表

PBL2007



実験結果

１ 本当は５GＨｚ帯でやりたかった!!１ 本当は５GＨｚ帯でやりたかった!!

２ 必要は発明の母？？２ 必要は発明の母？？

・不安定な区間は、設置位置、チャネル、指向性アンテナ
を活用するなど、改善策を実施

・やはり実証こそ命!! →学生は大きく成長
・結果的には３～４ホップで何とか数Ｍｂｐｓを確保

・2.4GHz帯では、街中は、まさに無法地帯。

３ 市民もインターネット接続やアプリケーションを体験３ 市民もインターネット接続やアプリケーションを体験

・割りと好意的！？



今後の展開

○ 無線ＬＡＮとしては、５GHz帯を活用し、事業化に向けた
取り組みを進めたい。

○ 北九州ＩＣＴインテリジェントエリア実験は、まさに、製品
開発の要である実証フィールドを提供

実証実験は、ＩＣＴの可能性を可視化して、ＩＣＴニーズを
喚起するという意味も大きい、そして人材も育成。

・・・まさに「地域情報化」！！・・・

○ 市内のＩＣＴ研究開発と、こうした裾野ともいえる実証実
験、そしてＫＩＡＩとの連携、を車の両輪として、今後も地
域情報化活動を推進する！！


